






















・1946年 4月　長野県野沢中学校 4年に編入学，1948年 3月　同校を卒業








































































II, III」（『大塚考古 3,4, 5』，1961, 1963, 1964），「古式土師器考」（『考古学雑誌』48－ 3, 1963），
「土師器の編年」（『歴史教育』12－ 3, 1964），「東日本における土師器の研究」『東京教育大学









































































ル日本古代史 下』光文社 1980），「古墳出現期の一考察」（『中部高地の考古学 III』1984），古





































持たれています“Tappeh Sang-e Chakhmaq: Investigations of a Neolithic Site in Northeastern Iran” 
(Neolithization of Iran, Oxbow Books, 2013)。ユーフラテス河での水没遺跡の調査では，主に青
銅器時代の集落や墓に関心を注がれました Excavations at Tell Ali Al-Hajj, Rumeilah (Memoires of 
the Ancient Orient Museum 4, 2014)。そして先生が隊長となられて，1990年から 92年まで，シ
リア北西部のエル・ルージュ盆地の総合調査を実施されます Archaeology of the Rouj Basin 1 
(Univ. of Tsukuba, Studies for West Asian Archaeology 2, 2003)。実はこのエル・ルージュ盆地の調
査は，先生が行われた上述の善光寺平や筑波山麓の古墳地域研究の手法を発展的に用い，詳細
な編年構築に立脚して，テル型遺跡の消長と分布，さらに自然環境の変遷を考察し，地域にお
ける農耕の始まりから都市的集落の発達までを復元していくという，画期的な調査となってい
ます。特に一つの完結した盆地のように見えるエル・ルージュ盆地も，古環境を復元してみる
と中央に湖が広がる時期が長く，新石器時代や青銅器時代には湖によって盆地内がいくつかの
政治経済的集団に分断されていた状況を描き出したのは，注目すべき成果と言えましょう。岩
﨑卓也先生は，その前後にも同じシリア北西部にある，テル・マストゥーマ遺跡やテル・エル・
ケルク遺跡の発掘調査に参加しておられました。
　ここまで，岩﨑卓也先生の東京教育大学と筑波大学時代のご研究の背景について，私なりに
分かったこと，見たこと，感じたことについて書いてまいりました。岩﨑先生には，古墳時代
や西アジアのご研究のほか，貝の花貝塚の発掘調査報告書など，縄文時代のご研究などにも触
れなくてはならないものが多いのですが，十分に言及することができませんでした。私が浅学
非才なため，先生のご研究の全体像について，うまくまとめられていないことはお許しいただ
きたいと思います。この冗長な追悼文を終えるにあたり，最初の問いに戻りたいと思います。
それは，岩﨑卓也先生が筑波大学考古学教室で学ぶ私たち後輩に託されたメッセージについて
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岩﨑卓也先生のご逝去を悼む
考えてみることです。岩﨑先生が学生として過ごされた時代は，今の私たちにはとても想像が
つかないような，戦争による激動の時代でした。多くの先輩を戦地で失い，その先輩たちはお
国のためにと言って亡くなったのです。岩﨑先生が考古学を通じて明らかにしたかったことは，
まさに国家とは何か，ということだったのだと思います。先生は，形而上的にものを考えては
いけない，実際の考古学調査を通じて資料を集め，その資料に基づいて国家とは何かを考えな
ければならないと表明しておられます。先生の戦略的な資料は，土師器であり，古墳の消長で
あり，地域研究でありました。そしてそこから得られた先生の解答は，国家とは決して中央権
力が戦争によって周辺を画一的に覆っていって成立したものではなさそうだ，ということでし
た。むしろ各地域に独自性があり，独自性を持った地域が交易などの経済的交流のもとに共有
する関係を見出しながら成立していったのではないか，という確信でした。ですから，もし岩
﨑先生が，戦地でお国のためにと言って亡くなられた先輩たちに，国とはなにかと説明される
ならば，それはけっして一つの軍事的に強固な皇国などではなかったはずです。それぞれお国
自慢をするような先輩たちの故郷が集まってできた，多様な，それでいて互いに共有するもの
があるそんな関係ですよ，と説明されるのではないでしょうか。
　少し情緒的な説明になってしまいました。しかし岩﨑先生のメッセージでとても大事なのは，
「研究することが目的である」というような研究者の姿勢は決して容認されない，ということ
です。考古学は，人々に，社会に寄り添って，歴史のウソや真実をはぎ取って行ってこそ，そ
の存在が許されるのです。私たち残された岩﨑先生の後を歩く者は，決してそれを忘れること
なく，日々精進しなければならないのです。
先生の不肖の教え子として　　常木　晃
